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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 93,335 89.1 6,813 ― 6,443 ― 2,808 ―

22年3月期第3四半期 49,364 △55.1 △2,114 ― △2,856 ― △903 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純

利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 18.23 ―

22年3月期第3四半期 △5.87 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 116,333 51,352 40.3 304.29
22年3月期 105,096 48,551 42.9 292.39

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  46,874百万円 22年3月期  45,043百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 1.50 1.50
23年3月期 ― 1.50 ―

23年3月期 
（予想）

1.50 3.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 125,000 66.8 7,200 ― 7,000 ― 2,800 ― 18.18



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方
法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、【添付資料】P.3
「(3)連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「2.その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q  156,556,683株 22年3月期  156,556,683株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  2,508,984株 22年3月期  2,504,349株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q  154,050,850株 22年3月期3Q  154,055,281株
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1.　当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

　当第３四半期連結累計期間（平成22年４月～12月）における当社グループをとりまく経営環
境は、10月以降国内はエコカー購入補助金制度終了等による一服感はあるものの、中国をはじ
めとした新興国の需要が堅調に推移し、当社の主要な需要先である建設機械・自動車業界の販
売は順調に回復してまいりました。
　このような状況下、当社グループの主力事業は受注が大幅に回復し、当第３四半期連結累計
期間の売上高は、前年同期比89.1％、439億７千万円増収の933億３千５百万円となりました。
経常利益は、一部の事業に減益要因があったものの、経済危機後にグループ全体で取り組んだ
体質強化に加え、特殊鋼鋼材事業を中心とした売上の増加により前年同期比92億９千９百万円
増益の64億４千３百万円となりました。また、当第３四半期純利益は、前年同期比37億１千２
百万円増益の28億８百万円となりました。
　
　セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

[特殊鋼鋼材事業]
　売上高は、主要顧客の建設機械・トラック関連受注の順調な回復により、前年同期比
174.3％、284億１千２百万円増収の447億１千２百万円となりました。経常利益は、売上増
により前年同期比82億４千２百万円増益の49億８千２百万円となりました。

[ばね事業]
　売上高は、北米合弁事業の連結子会社化及び自動車・建設機械用ばねの需要回復により、
前年同期比129.9％、159億４千３百万円増収の282億１千３百万円となりました。経常利益
は、堅調な販売回復により前年同期比８億７千万円の増益となりましたが、北米子会社の赤
字及び為替の影響を補いきれず１億９千７百万円の損失となりました。

[素形材事業]
　売上高は、自動車・建設機械・ＯＡ機器の堅調な需要により、前年同期比18.7％、14億１
千８百万円増収の90億１千２百万円となりました。経常利益は、売上増により前年同期比
516.9％、９億８千６百万円増益の11億７千７百万円となりました。

[精密部品事業]
　売上高は、主要製品である国内向け携帯電話機用ヒンジの需要減により、前年同期比△
18.9％、８億９千３百万円減収の38億４千万円となりました。経常利益は、売上の減少によ
り前年同期比１億４千７百万円減益の１億９千７百万円の損失となりました。

[機器装置事業]
　売上高は、鍛圧機械を中心とした機械品の増加により、前年同期比7.6％、６億８千３百万
円増収の97億２百万円となりました。経常利益は、円高等の影響により前年同期比△
30.4％、３億８千３百万円減益の８億７千６百万円となりました。

[その他の事業]
　流通及びサービス業等でありますが、売上高は前年同期比21.7％、４億６千９百万円増収
の26億３千８百万円、経常利益は前年同期比9.2％、１千４百万円増益の１億７千２百万円と
なりました。
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(2) 連結財政状態に関する定性的情報
①資産、負債及び純資産の状況

の増加、有価証券（譲渡性預金）の増加、有形固定資産の減少等であります。

増加、流動負債「その他」の減少等であります。

増加、為替換算調整勘定の減少等であります。

②キャッシュ・フローの状況

とおりであります。

収入となりました。

万円の支出となりました。

千３百万円の支出となりました。

(3) 連結業績予想に関する定性的情報

連結業績予想に変更はありません。

２．その他の情報

(1)重要な子会社の異動の概要

該当する事項はない。

(2)簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

①一般債権の貸倒見積高の算定方法

積高を算定している。

②棚卸資産の評価方法

いる。

③固定資産の減価償却費の算定方法

して算定する方法によっている。

④経過勘定項目の算定方法
合理的な算定方法による概算額で計上する方法によっている。

に比べ84億３千５百万円増加しました。主な要因は、仕入債務の増加、未払法人税等の

当第３四半期連結会計期間末の純資産は513億５千２百万円となり、前連結会計年度末
に比べ28億１百万円増加しました。主な要因は、利益剰余金の増加、少数株主持分の

当第３四半期連結会計期間末の総資産は1,163億３千３百万円となり、前連結会計年度末
に比べ112億３千６百万円増加しました。主な要因は、現金及び預金の増加、売上債権

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は649億８千万円となり、前連結会計年度末

債権の増加63億３千５百万円等の支出により、営業活動全体として106億２千９百万円の

投資活動によるキャッシュ・フローは、定期預金の預入による支出８億４百万円、有形

財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の増加15億円、長期借入金の返済

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前第２四

19億３千５百万円、配当金の支払４億６千１百万円等により、財務活動全体として９億８

平成23年３月期の連結業績予想につきましては、平成22年10月28日に公表いたしました

固定資産の取得５億３千３百万円等の支出により、投資活動全体として13億７千５百

当第３四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は216億５千３百万円となり、前連結
会計年度末に比べ81億４百万円増加しました。各キャッシュ・フローの状況は次の

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益60億６千１百万円、
減価償却費29億４千３百万円、仕入債務の増加82億６千４百万円等の収入に対し、売上

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分

当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著
しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見

半期連結会計期間の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によって
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⑤法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

ものに限定する方法によっている。

いて使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっている。

る。

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要

該当する事項はない。

　また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は1,103百万円である。
　これにより、税金等調整前四半期純利益は34百万円減少している。

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要な

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等や
一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度にお

また、前連結会計年度末以降に経営環境等や一時差異等の発生状況に著しい変化が認
められた場合には、前連結会計年度決算において使用した将来の業績予測やタックス・
プランニングに当該著しい変化の影響を加味したものを利用する方法により算出してい

　当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第
18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計
基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用している。
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 10,458 5,549

受取手形及び売掛金 26,344 20,310

有価証券 12,000 8,000

商品及び製品 7,117 5,844

仕掛品 4,588 4,840

原材料及び貯蔵品 2,643 3,283

その他 4,154 5,478

貸倒引当金 △42 △71

流動資産合計 67,264 53,236

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 11,512 12,146

機械装置及び運搬具（純額） 10,767 12,288

その他（純額） 8,168 8,872

有形固定資産合計 30,448 33,307

無形固定資産   

のれん 2,193 2,467

その他 251 210

無形固定資産合計 2,445 2,677

投資その他の資産   

投資有価証券 13,495 13,661

その他 2,721 2,253

貸倒引当金 △41 △39

投資その他の資産合計 16,175 15,874

固定資産合計 49,068 51,860

資産合計 116,333 105,096
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(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 27,206 19,129

短期借入金 10,195 9,131

未払法人税等 1,915 478

引当金 681 559

その他 5,465 6,432

流動負債合計 45,465 35,732

固定負債   

長期借入金 8,847 10,346

退職給付引当金 7,093 7,354

役員退職慰労引当金 128 125

負ののれん 223 251

その他 3,222 2,734

固定負債合計 19,515 20,812

負債合計 64,980 56,544

純資産の部   

株主資本   

資本金 9,924 9,924

資本剰余金 3,605 3,605

利益剰余金 33,710 31,363

自己株式 △1,066 △1,065

株主資本合計 46,173 43,828

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 2,541 2,461

繰延ヘッジ損益 △1 －

為替換算調整勘定 △1,838 △1,246

評価・換算差額等合計 700 1,215

少数株主持分 4,478 3,507

純資産合計 51,352 48,551

負債純資産合計 116,333 105,096
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 49,364 93,335

売上原価 45,497 78,357

売上総利益 3,867 14,977

販売費及び一般管理費 5,981 8,164

営業利益又は営業損失（△） △2,114 6,813

営業外収益   

受取利息 40 19

受取配当金 169 202

その他 689 240

営業外収益合計 898 462

営業外費用   

支払利息 271 277

為替差損 121 419

持分法による投資損失 1,174 －

その他 73 136

営業外費用合計 1,640 833

経常利益又は経常損失（△） △2,856 6,443

特別利益   

固定資産処分益 3,020 8

投資有価証券売却益 97 －

特別利益合計 3,117 8

特別損失   

固定資産処分損 1,184 7

投資有価証券評価損 298 334

ゴルフ会員権評価損 － 2

環境対策費 － 10

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 34

特別損失合計 1,483 389

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△1,222 6,061

法人税、住民税及び事業税 474 2,265

法人税等調整額 △776 △81

法人税等合計 △302 2,184

少数株主損益調整前四半期純利益 － 3,877

少数株主利益又は少数株主損失（△） △15 1,068

四半期純利益又は四半期純損失（△） △903 2,808
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△1,222 6,061

減価償却費 2,947 2,943

のれん償却額 10 274

負ののれん償却額 － △27

貸倒引当金の増減額（△は減少） 11 △26

受取利息及び受取配当金 △209 △221

支払利息 271 277

為替差損益（△は益） 1 34

持分法による投資損益（△は益） 1,174 △0

固定資産処分損益（△は益） △1,832 △0

投資有価証券売却損益（△は益） △97 －

投資有価証券評価損益（△は益） 298 334

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 34

ゴルフ会員権評価損 － 2

環境対策費 － 10

売上債権の増減額（△は増加） 1,209 △6,335

たな卸資産の増減額（△は増加） 3,756 △593

仕入債務の増減額（△は減少） △1,182 8,264

その他 △1,092 922

小計 4,044 11,954

利息及び配当金の受取額 212 219

利息の支払額 △305 △276

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △1,449 △1,268

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,502 10,629

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 － △804

有形固定資産の取得による支出 △2,146 △533

有形固定資産の売却による収入 3,170 31

無形固定資産の取得による支出 △0 △86

無形固定資産の売却による収入 0 2

長期前払費用の取得による支出 △3 －

投資有価証券の取得による支出 △2 △2

投資有価証券の売却による収入 121 0

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
収入

207 －

貸付けによる支出 △965 △24

貸付金の回収による収入 44 40

その他 △45 0

投資活動によるキャッシュ・フロー 380 △1,375

三菱製鋼㈱ (5632) 平成23年３月期 第３四半期決算短信

－ 8 －



（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △300 1,500

長期借入れによる収入 7,500 －

長期借入金の返済による支出 △1,970 △1,935

社債の償還による支出 △2,602 －

自己株式の取得による支出 △0 △0

リース債務の返済による支出 △97 △158

セールアンドリースバックによる収入 － 72

配当金の支払額 △2 △461

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,526 △983

現金及び現金同等物に係る換算差額 106 △165

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 5,515 8,104

現金及び現金同等物の期首残高 7,378 13,549

現金及び現金同等物の四半期末残高 12,894 21,653
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(4) 継続企業の前提に関する注記

　　該当する事項はない。

(5) セグメント情報

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会・経営会議が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものである。

　当社は製品別に事業部を設け、各事業部は、取り扱う製品について国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動

を展開している。

　したがって、当社は、事業部を基礎とした製品別のセグメントから構成されており、｢特殊鋼鋼材事業｣、｢ばね事業｣、

「素形材事業｣、｢精密部品事業｣及び「機器装置事業」の５つを報告セグメントとしている。

各報告セグメントに属する主要な製品は次のとおりである。

棒鋼（構造用合金鋼・機械構造用炭素鋼・ばね鋼・工具鋼・非調質鋼・快削鋼・軸受鋼ほか）

板ばね、巻ばね、ｽﾀﾋﾞﾗｲｻﾞ、ﾄｰｼｮﾝﾊﾞｰ、ｺｲﾙﾄﾞｳｴｰﾌﾞｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ

各種自動車部品・用品、ﾀｲﾔﾌﾟﾛﾃｸﾀｰ、ﾀｲﾔﾁｪｰﾝ、ｼｭｰﾌﾟﾚｰﾄ用ｺﾞﾑﾊﾟｯﾄ

鋳鋼品、精密鋳造品、精密機械加工品、一般鍛造品、精密鍛造品

特殊合金素材及び同加工品、永久磁石、磁石応用部品、特殊合金粉末、同微粉末

精密ばね、各種ヒンジ製品、精密プレス品、樹脂成形品、プレス組立品、内蔵ｱﾝﾃﾅ

鍛圧機械、一般産業機械及びﾌﾟﾗﾝﾄ、鉄構品、環境機器、磁選機、搬送装置、計装機器、防振装置

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

その他 調整額

特殊鋼鋼材 ばね 素形材 精密部品 機器装置 (注 1) (注 2)

売上高

　　　外部顧客への売上高 41,795 28,213 8,810 3,770 9,701 1,410 93,703 (367) 93,335

　　　セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

　　　　　計 44,712 28,213 9,012 3,840 9,702 2,638 98,120 (4,784) 93,335

（注） 1.｢その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、流通及びサービス事業等を含んでいる。

2.売上高の調整額△367百万円は、決算期の異なる海外子会社の決算期間差調整額△162百万円及び内部取引の調整額

△205百万円である。

　セグメント利益又は損失（△）の調整額△371百万円は、各セグメントに配分していない全社損益予算差△50百万円、

決算期の異なる海外子会社の決算期間差調整額△67百万円、のれん及び負ののれんの償却額△246百万円及び棚卸資産

未実現利益額等△7百万円である。

　全社損益は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び受取配当金である。

3.セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っている。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当する事項はない。

6,814 △ 371 6,443 1,177 △ 197 876 172 
（経常利益）

4,982 △ 197 

ば ね

主　　要　　製　　品　　名　　等

機 器 装 置

素 形 材

精 密 部 品

報告セグメント

特 殊 鋼 鋼 材

（単位：百万円）

　セグメント利益又は損失(△)

2,916 0 201 4,417 － 

合計
報告セグメント 四半期連結損益

計算書計上額
（注 3）

70 0 1,228 (4,417)
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（追加情報）

　当第１四半期連結会計期間より、｢セグメント情報等の開示に関する会計基準｣（企業会計基準第17号 平成21年３月27日)

及び｢セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針｣（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月21日)を適用して

いる。

（参考情報）

前第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

前第３四半期連結累計期間の事業の種類別セグメント情報の事業区分を、新セグメントに組替えると、以下のとおりである。

調整額

特殊鋼鋼材 ばね 素形材 精密部品 機器装置 (注)

売上高

　　　外部顧客への売上高 14,701 12,270 7,343 4,631 8,956 1,526 49,429 (64) 49,364

　　　セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

　　　　　計 16,299 12,270 7,593 4,733 9,018 2,168 52,085 (2,720) 49,364

（注） 決算期の異なる海外子会社の決算期間差調整額及び内部取引の調整額等である。

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

　　該当する事項はない。

△ 88 △ 2,856 △ 49 1,259 157 △ 2,768 
（経常利益）

△ 3,260 △ 1,067 190 

（単位：百万円）

報告セグメント
合計

四半期連結損益
計算書計上額その他

－ 

　セグメント利益又は損失(△)

62 642 2,655 (2,655)1,598 － 250 102
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